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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　フレームごとに復号音信号を得る復号装置であって、

　音信号符号が欠落しているフレームについては、上記フレームの前フレームの復号音信

号のサンプルを時間的に逆に並べた信号と当該信号の極性を反転した信号の中から、上記

前フレームと時間的に連続性が高い信号の候補を選択し、上記選択した信号の候補である

拡張復号音信号と、上記前フレームから線形予測合成した信号と、に基づいて生成した信

号を、上記フレームの復号音信号とする補間信号生成部、

　を含む復号装置。

【請求項２】

　フレームごとに復号音信号を得る復号装置であって、

　音信号符号が欠落しているフレームについては、上記フレームの前フレームの復号音信

号のサンプルを時間的に逆に並べた信号又は当該信号の極性を反転した信号である拡張復

号音信号と、上記前フレームから線形予測合成した信号と、に基づいて生成した信号を、

上記フレームの復号音信号とする補間信号生成部、

　を含む復号装置。

【請求項３】

　フレームごとに復号音信号を得る復号装置であって、

　音信号符号が欠落しているフレームについては、上記フレームの前フレームの復号音信

号のサンプルを時間的に逆に並べた信号、当該信号の極性を反転した信号、上記前フレー
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ム の 復 号 音 信 号 及 び 上 記 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 の 中 か ら 、 上 記 前

フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と 類 似 性 が 高 い 信 号 の 候 補 を 選 択 し 、 上 記 選 択 し た 信

号 の 候 補 で あ る 拡 張 復 号 音 信 号 、 ま た は 、 上 記 拡 張 復 号 音 信 号 と 上 記 前 フ レ ー ム か ら 線 形

予 測 合 成 し た 信 号 と に 基 づ い て 生 成 し た 信 号 、 を 上 記 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と す る 補 間 信

号 生 成 部 、

　 を 含 む 復 号 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 装 置 で あ っ て 、

　 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 上 記 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信

号 の サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 又 は 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 か ら 上 記 前 フ

レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と 類 似 性 が 高 い 信 号 を 選 択 し 、 選 択 し た 信 号 で あ る 拡 張

復 号 音 信 号 、 ま た は 、 上 記 拡 張 復 号 音 信 号 と 上 記 前 フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と

に 基 づ い て 生 成 し た 信 号 、 を 、 上 記 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と す る 補 間 信 号 生 成 部 、

　 を 含 む 復 号 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 装 置 で あ っ て 、

　 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 上 記 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信

号 と パ ワ ー ス ペ ク ト ル が 同 じ で あ る 複 数 の 信 号 の 候 補 の 中 か ら 、 上 記 前 フ レ ー ム と 時 間 的

に 連 続 性 が 高 い 信 号 の 候 補 を 選 択 し 、 上 記 選 択 し た 信 号 の 候 補 で あ る 拡 張 復 号 音 信 号 と 、

上 記 前 フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と 、 に 基 づ い て 生 成 し た 信 号 を 、 上 記 フ レ ー ム

の 復 号 音 信 号 と す る 補 間 信 号 生 成 部 、

　 を 含 む 復 号 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 装 置 で あ っ て 、

　 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 上 記 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信

号 と パ ワ ー ス ペ ク ト ル が 同 じ で あ る 複 数 の 信 号 の 候 補 の 中 か ら 、 上 記 前 フ レ ー ム か ら 線 形

予 測 合 成 し た 信 号 と 類 似 性 が 高 い 信 号 の 候 補 を 選 択 し 、 上 記 選 択 し た 信 号 の 候 補 で あ る 拡

張 復 号 音 信 号 、 ま た は 、 上 記 拡 張 復 号 音 信 号 と 上 記 前 フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号

と に 基 づ い て 生 成 し た 信 号 、 を 上 記 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と す る 補 間 信 号 生 成 部 、

　 を 含 む 復 号 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 １ 、 ２ 、 ４ の 何 れ か の 復 号 装 置 で あ っ て 、

　 上 記 補 間 信 号 生 成 部 は 、 上 記 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 が 偶 対 称 的 で あ る 場 合 に は 上 記 前

フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 の サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 を 選 択 し 、 上 記 前 フ レ ー ム の

復 号 音 信 号 が 奇 対 称 的 で あ る 場 合 に は 上 記 極 性 を 反 転 し た 信 号 を 選 択 し 、 上 記 選 択 し た 信

号 を 上 記 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 又 は 上 記 拡 張 復 号 音 信 号 と す る 、

　 復 号 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 方 法 で あ っ て 、

　 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 上 記 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信

号 の サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 と 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 の 中 か ら 、 上 記

前 フ レ ー ム と 時 間 的 に 連 続 性 が 高 い 信 号 の 候 補 を 選 択 し 、 上 記 選 択 し た 信 号 の 候 補 で あ る

拡 張 復 号 音 信 号 と 、 上 記 前 フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と 、 に 基 づ い て 生 成 し た 信

号 を 、 上 記 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と す る 補 間 信 号 生 成 ス テ ッ プ 、

　 を 含 む 復 号 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 方 法 で あ っ て 、

　 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 上 記 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信

号 の サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 又 は 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 で あ る 拡 張 復

号 音 信 号 と 、 上 記 前 フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と 、 に 基 づ い て 生 成 し た 信 号 を 、
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上 記 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と す る 補 間 信 号 生 成 ス テ ッ プ 、

　 を 含 む 復 号 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 方 法 で あ っ て 、

　 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 上 記 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信

号 の サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 、 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 、 上 記 前 フ レ ー

ム の 復 号 音 信 号 及 び 上 記 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 の 中 か ら 、 上 記 前

フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と 類 似 性 が 高 い 信 号 の 候 補 を 選 択 し 、 上 記 選 択 し た 信

号 の 候 補 で あ る 拡 張 復 号 音 信 号 、 ま た は 、 上 記 拡 張 復 号 音 信 号 と 上 記 前 フ レ ー ム か ら 線 形

予 測 合 成 し た 信 号 と に 基 づ い て 生 成 し た 信 号 、 を 上 記 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と す る 補 間 信

号 生 成 ス テ ッ プ 、

　 を 含 む 復 号 方 法 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 方 法 で あ っ て 、

　 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 上 記 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信

号 の サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 又 は 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 か ら 上 記 前 フ

レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と 類 似 性 が 高 い 信 号 を 選 択 し 、 選 択 し た 信 号 で あ る 拡 張

復 号 音 信 号 、 ま た は 、 上 記 拡 張 復 号 音 信 号 と 上 記 前 フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と

に 基 づ い て 生 成 し た 信 号 、 を 、 上 記 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と す る 補 間 信 号 生 成 ス テ ッ プ 、

　 を 含 む 復 号 方 法 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 方 法 で あ っ て 、

　 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 上 記 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信

号 と パ ワ ー ス ペ ク ト ル が 同 じ で あ る 複 数 の 信 号 の 候 補 の 中 か ら 、 上 記 前 フ レ ー ム と 時 間 的

に 連 続 性 が 高 い 信 号 の 候 補 を 選 択 し 、 上 記 選 択 し た 信 号 の 候 補 で あ る 拡 張 復 号 音 信 号 と 、

上 記 前 フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と 、 に 基 づ い て 生 成 し た 信 号 を 、 上 記 フ レ ー ム

の 復 号 音 信 号 と す る 補 間 信 号 生 成 ス テ ッ プ 、

　 を 含 む 復 号 方 法 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 方 法 で あ っ て 、

　 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 上 記 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信

号 と パ ワ ー ス ペ ク ト ル が 同 じ で あ る 複 数 の 信 号 の 候 補 の 中 か ら 、 上 記 前 フ レ ー ム か ら 線 形

予 測 合 成 し た 信 号 と 類 似 性 が 高 い 信 号 の 候 補 を 選 択 し 、 上 記 選 択 し た 信 号 の 候 補 で あ る 拡

張 復 号 音 信 号 、 ま た は 、 上 記 拡 張 復 号 音 信 号 と 上 記 前 フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号

と に 基 づ い て 生 成 し た 信 号 、 を 上 記 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と す る 補 間 信 号 生 成 ス テ ッ プ 、

　 を 含 む 復 号 方 法 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 請 求 項 １ か ら ７ の 何 れ か の 復 号 装 置 の 各 部 と し て コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ

グ ラ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 、 音 信 号 等 の 時 系 列 信 号 を 復 号 す る 技 術 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 音 信 号 の 符 号 化 と 復 号 の 間 に あ る 伝 送 路 上 で の パ ケ ッ ト の 損 失 等 に よ っ て 復 号 装

置 に 入 力 さ れ る べ き 情 報 に 欠 落 が 生 じ て 正 し い 復 号 音 信 号 を 得 ら れ な く な っ た 際 の 対 策 と

し て 、 予 め 符 号 化 の 段 階 に お い て 信 号 の エ ネ ル ギ ー 、 位 相 、 ピ ッ チ 周 期 と い っ た 音 信 号 の

分 類 情 報 を 補 助 的 に 付 加 し 、 復 号 装 置 に 入 力 さ れ る べ き 情 報 の 欠 落 が 生 じ る 以 前 に 復 号 装

置 に 入 力 さ れ た 補 助 情 報 を 基 に 、 そ の 補 助 情 報 が 示 す 音 信 号 の 分 類 と 同 種 の 信 号 を 求 め る
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こ と に よ り 情 報 が 欠 落 し た 部 分 の 復 号 音 信 号 を 補 間 に よ り 生 成 し て い た （ 例 え ば 、 非 特 許

文 献 １ 参 照 。 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 J. Lecomte, T. Vaillancourt, S. Bruhn, H. Sung, K. Peng, K. Kiku

iri , B. Wang, S. Subasingha, and J. Faure, ＂ Packet-loss concealment technology

advances in EVS,＂ in Proc. ICASSP 2015, pp. 5708-5712, 2015.

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し 、 上 記 の 技 術 で は 、 情 報 欠 落 時 の 聴 覚 的 不 快 感 を 低 減 は す る も の の 、 通 常 の 信 号

の 復 号 に 必 要 な 情 報 の ほ か に 追 加 の 情 報 量 が 必 要 で あ っ た 。 ま た 、 上 記 の 技 術 で は 、 １ つ

の パ ケ ッ ト に 含 ま れ る 音 信 号 と し て 20 msec程 度 の 長 さ の も の を 想 定 し て い る こ と か ら 、

欠 落 し た 信 号 の 後 の 情 報 を 用 い る た め の 追 加 の 原 理 遅 延 が 必 要 で あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の 発 明 は 、 追 加 の 情 報 の 伝 送 が 必 要 な く 、 復 号 の 原 理 遅 延 を 増 や す こ と な く 、 欠 落 し

た 情 報 を 従 来 技 術 よ り 聴 覚 的 に 良 好 に 補 間 で き る 復 号 装 置 、 復 号 方 法 及 び プ ロ グ ラ ム を 提

供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ の 発 明 の 一 態 様 に よ る 復 号 装 置 は 、 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 装 置 で あ っ

て 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号

の サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 と 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 の 中 か ら 、 前 フ レ

ー ム と 時 間 的 に 連 続 性 が 高 い 信 号 の 候 補 を 選 択 し 、 選 択 し た 信 号 の 候 補 で あ る 拡 張 復 号 音

信 号 と 、 前 フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と 、 に 基 づ い て 生 成 し た 信 号 を 、 フ レ ー ム

の 復 号 音 信 号 と す る 補 間 信 号 生 成 部 を 含 む 。 　

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の 発 明 の 一 態 様 に よ る 復 号 装 置 は 、 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 装 置 で あ っ

て 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号

の サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 又 は 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 で あ る 拡 張 復 号

音 信 号 と 、 前 フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と 、 に 基 づ い て 生 成 し た 信 号 を 、 フ レ ー

ム の 復 号 音 信 号 と す る 補 間 信 号 生 成 部 を 含 む 。

　 こ の 発 明 の 一 態 様 に よ る 復 号 装 置 は 、 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 装 置 で あ っ

て 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号

の サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 、 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 、 前 フ レ ー ム の 復

号 音 信 号 及 び 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 の 中 か ら 、 前 フ レ ー ム か ら 線

形 予 測 合 成 し た 信 号 と 類 似 性 が 高 い 信 号 の 候 補 を 選 択 し 、 選 択 し た 信 号 の 候 補 で あ る 拡 張

復 号 音 信 号 、 ま た は 、 拡 張 復 号 音 信 号 と 前 フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と に 基 づ い

て 生 成 し た 信 号 、 を フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と す る 補 間 信 号 生 成 部 、 を 備 え て い る 。

　 こ の 発 明 の 一 態 様 に よ る 復 号 装 置 は 、 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 装 置 で あ っ

て 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号

の サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 又 は 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 か ら 前 フ レ ー ム

か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と 類 似 性 が 高 い 信 号 を 選 択 し 、 選 択 し た 信 号 で あ る 拡 張 復 号 音

信 号 、 ま た は 、 拡 張 復 号 音 信 号 と 前 フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と に 基 づ い て 生 成

し た 信 号 、 を 、 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と す る 補 間 信 号 生 成 部 、 を 備 え て い る 。

　 こ の 発 明 の 一 態 様 に よ る 復 号 装 置 は 、 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 装 置 で あ っ

て 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号

と パ ワ ー ス ペ ク ト ル が 同 じ で あ る 複 数 の 信 号 の 候 補 の 中 か ら 、 前 フ レ ー ム と 時 間 的 に 連 続

性 が 高 い 信 号 の 候 補 を 選 択 し 、 選 択 し た 信 号 の 候 補 で あ る 拡 張 復 号 音 信 号 と 、 前 フ レ ー ム
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か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と 、 に 基 づ い て 生 成 し た 信 号 を 、 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と す る

補 間 信 号 生 成 部 、 を 備 え て い る 。

　 こ の 発 明 の 一 態 様 に よ る 復 号 装 置 は 、 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 装 置 で あ っ

て 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号

と パ ワ ー ス ペ ク ト ル が 同 じ で あ る 複 数 の 信 号 の 候 補 の 中 か ら 、 前 フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合

成 し た 信 号 と 類 似 性 が 高 い 信 号 の 候 補 を 選 択 し 、 選 択 し た 信 号 の 候 補 で あ る 拡 張 復 号 音 信

号 、 ま た は 、 拡 張 復 号 音 信 号 と 前 フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と に 基 づ い て 生 成 し

た 信 号 、 を フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と す る 補 間 信 号 生 成 部 、 を 備 え て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 追 加 の 情 報 の 伝 送 が 必 要 な く 、 復 号 の 原 理 遅 延 を 増 や す こ と な く 、 欠 落 し た 情 報 を 従 来

技 術 よ り 良 好 に 聴 覚 的 に 補 間 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 復 号 装 置 が 想 定 す る 符 号 化 装 置 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ２ 】 復 号 装 置 が 想 定 す る 符 号 化 方 法 の 例 を 示 す 流 れ 図 。

【 図 ３ 】 パ ケ ッ ト の 例 を 示 す 図 。

【 図 ４ 】 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ５ 】 第 一 実 施 形 態 か ら 第 三 実 施 形 態 の 復 号 方 法 の 例 を 示 す 流 れ 図 。

【 図 ６ 】 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ７ 】 第 三 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ８ 】 技 術 背 景 を 説 明 す る た め の 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 [第 一 実 施 形 態 か ら 第 三 実 施 形 態 で 想 定 す る 符 号 化 装 置 ]

　 後 述 す る 第 一 実 施 形 態 か ら 及 び 第 三 実 施 形 態 で 想 定 す る 符 号 化 装 置 の 例 を 図 １ に 示 す 。

想 定 す る 符 号 化 装 置 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 線 形 予 測 分 析 部 １ １ 、 信 号 符 号 化 部 １ ２ 及 び

パ ケ ッ ト 化 部 １ ３ を 例 え ば 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 第 一 実 施 形 態 か ら 第 三 実 施 形 態 で 想 定 す る 符 号 化 方 法 は 、 符 号 化 装 置 の 各 部 が 、 図 ２ 及

び 以 下 に 説 明 す る ス テ ッ プ Ｅ １ か ら ス テ ッ プ Ｅ ３ の 処 理 を 行 う こ と に よ り 例 え ば 実 現 さ れ

る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 、 図 １ に 示 す 符 号 化 装 置 の 各 部 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ＜ 線 形 予 測 分 析 部 １ １ ＞

　 線 形 予 測 分 析 部 １ １ に は 、 時 間 領 域 の 音 信 号 が 入 力 さ れ る 。 音 信 号 は 、 例 え ば 音 声 信 号

又 は 音 響 信 号 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 線 形 予 測 分 析 部 １ １ は 、 パ ケ ッ ト に 含 め る 音 信 号 の 時 間 長 に 対 応 す る 所 定 の 時 間 長 の フ

レ ー ム 単 位 で 入 力 さ れ た 時 間 領 域 の 音 信 号 を 基 に 、 線 形 予 測 係 数 α 1 ,α 2 ,… ,α p を 生 成 す

る （ ス テ ッ プ Ｅ １ ） 。 ま た 、 線 形 予 測 分 析 部 １ １ は 、 生 成 し た 線 形 予 測 係 数 α 1 ,α 2 ,… ,

α p を 符 号 化 し て 線 形 予 測 係 数 符 号 を 得 る 。 線 形 予 測 係 数 符 号 の 例 は 、 線 形 予 測 係 数 α 1 ,

α 2 ,… ,α p に 対 応 す る LSP(Line Spectrum Pairs)パ ラ メ ー タ 列 の 量 子 化 値 の 列 に 対 応 す る

符 号 で あ る Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 で あ る 。 pは ２ 以 上 の 整 数 で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 線 形 予 測 分 析 部 １ １ は 、 得 た 線 形 予 測 係 数 符 号 を パ ケ ッ ト 化 部 １ ３ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】
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　 ま た 、 線 形 予 測 分 析 部 １ １ は 、 得 た 線 形 予 測 係 数 符 号 に 対 応 す る 線 形 予 測 係 数 で あ る 量

子 化 線 形 予 測 係 数 ^α 1 ,^α 2 ,… ,^α p を 得 る 。 な お 、 「 ・ 」 を 任 意 の 文 字 と し て 、 「 ^・ 」

と い う 記 載 は 、 「 ・ 」 の 上 に 「 ^」 が 付 い て い る こ と を 意 味 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 線 形 予 測 分 析 部 １ １ は 、 得 た 量 子 化 線 形 予 測 係 数 ^α 1 ,^α 2 ,… ,^α p を 、 信 号 符 号 化 部

１ ２ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 線 形 予 測 分 析 部 １ １ は 、 線 形 予 測 分 析 の 処 理 と し て 、 例 え ば 、 フ レ ー ム 単 位 で 入 力 さ れ

た 音 信 号 に 対 す る 自 己 相 関 を 求 め て 、 求 め た 自 己 相 関 を 利 用 し て Levinson-Durbinア ル ゴ

リ ズ ム を 行 う こ と に よ り 線 形 予 測 係 数 を 得 る 方 法 を 用 い る 。 線 形 予 測 分 析 部 １ １ に よ る 線

形 予 測 係 数 符 号 の 取 得 は 、 例 え ば 従 来 的 な 符 号 化 技 術 に よ っ て 行 わ れ る 。 従 来 的 な 符 号 化

技 術 と は 、 例 え ば 、 線 形 予 測 係 数 そ の も の に 対 応 す る 符 号 を 線 形 予 測 係 数 符 号 と す る 符 号

化 技 術 、 線 形 予 測 係 数 を LSPパ ラ メ ー タ に 変 換 し て LSPパ ラ メ ー タ に 対 応 す る 符 号 を 線 形 予

測 係 数 符 号 と す る 符 号 化 技 術 、 線 形 予 測 係 数 を PARCOR係 数 に 変 換 し て PARCOR係 数 に 対 応 す

る 符 号 を 線 形 予 測 係 数 符 号 と す る 符 号 化 技 術 な ど で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ＜ 信 号 符 号 化 部 １ ２ ＞

　 信 号 符 号 化 部 １ ２ に は 、 時 間 領 域 の 音 信 号 と 、 線 形 予 測 分 析 部 １ １ が 出 力 し た 量 子 化 線

形 予 測 係 数 ^α 1 ,^α 2 ,… ,^α p と が 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 信 号 符 号 化 部 １ ２ は 、 例 え ば 非 特 許 文 献 １ の 符 号 化 装 置 の よ う に 、 量 子 化 線 形 予 測 係 数

^α 1 ,^α 2 ,… ,^α p の 値 を 用 い て フ レ ー ム 単 位 で 入 力 さ れ た 音 信 号 の 線 形 予 測 を 行 い 、 線

形 予 測 残 差 で あ る 予 測 残 差 信 号 を 得 て 、 得 ら れ た 予 測 残 差 信 号 を 符 号 化 す る こ と に よ り 残

差 信 号 符 号 を 得 る （ ス テ ッ プ Ｅ ２ ） 。 信 号 符 号 化 部 １ ２ は 、 得 た 残 差 信 号 符 号 を 、 パ ケ ッ

ト 化 部 １ ３ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ＜ パ ケ ッ ト 化 部 １ ３ ＞

　 パ ケ ッ ト 化 部 １ ３ に は 、 線 形 予 測 分 析 部 １ １ が 出 力 し た 線 形 予 測 係 数 符 号 と 、 信 号 符 号

化 部 １ ２ が 出 力 し た 残 差 信 号 符 号 と が 入 力 さ れ る 。 こ こ で 、 入 力 さ れ た 線 形 予 測 係 数 符 号

と 残 差 信 号 符 号 は 、 符 号 化 装 置 に 入 力 さ れ た 音 信 号 を 表 す 符 号 で あ る の で 、 線 形 予 測 係 数

符 号 と 残 差 信 号 符 号 を 合 わ せ た も の を 音 信 号 符 号 と 呼 ぶ こ と と す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 パ ケ ッ ト 化 部 １ ３ は 、 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に 、 デ ー タ 長 及 び フ レ ー ム 番 号 等 を 示 す ヘ

ッ ダ と 、 音 信 号 符 号 と 、 パ ケ ッ ト 全 体 に 誤 り が 生 じ て い る か 否 か を 検 出 す る た め の Ｃ Ｒ Ｃ

符 号 な ど の 誤 り 検 出 符 号 と を 含 む １ つ の パ ケ ッ ト を 構 成 し 、 こ の パ ケ ッ ト を 復 号 装 置 に 対

し て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｅ ３ ） 。 こ の 例 で は 、 音 信 号 符 号 は 、 線 形 予 測 係 数 符 号 及 び 残 差

信 号 符 号 を 含 む 符 号 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 音 信 号 符 号 の デ ー タ 長 が 固 定 で あ れ ば ヘ ッ ダ に デ ー タ 長 を 表 す 情 報 を 含 め る 必 要 は な い

が 、 信 号 符 号 化 部 １ ２ で 可 変 長 符 号 化 し た 場 合 な ど は 音 信 号 符 号 の デ ー タ 長 が パ ケ ッ ト に

よ り 異 な る こ と が あ る の で ヘ ッ ダ に デ ー タ 長 を 表 す 情 報 を 含 め る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 [第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 及 び 方 法 ]

　 復 号 装 置 に 入 力 さ れ る べ き 情 報 で あ る パ ケ ッ ト が パ ケ ッ ト 消 失 等 に よ っ て 欠 落 し た 場 合

、 聴 覚 的 不 快 感 を 低 減 す る た め に 、 復 号 装 置 は そ の パ ケ ッ ト （ 以 下 、 「 欠 落 パ ケ ッ ト 」 と

の 文 言 を 用 い る 場 合 も あ る 。 ） に 対 応 す る フ レ ー ム （ 以 下 、 「 欠 落 フ レ ー ム 」 と の 文 言 を

用 い る 場 合 も あ る 。 ） の 復 号 音 信 号 を 消 失 し て い な い パ ケ ッ ト に 含 ま れ る 情 報 か ら 生 成 す

る 、 す な わ ち 、 補 間 に よ り 生 成 す る 。 そ の 際 、 復 号 の 原 理 遅 延 を 増 加 さ せ ず に 欠 落 フ レ ー

ム の 補 間 を 行 う た め に は 、 復 号 装 置 は 欠 落 フ レ ー ム の 欠 落 パ ケ ッ ト よ り も 時 間 的 に 過 去 の

パ ケ ッ ト の 情 報 か ら 補 間 す る 必 要 が あ る 。 こ こ で 、 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 は 、 欠 落 フ レ
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ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 線 形 予 測 係 数 か ら 予 測 さ れ る 信 号 （ 以 下 、 「 予 測 信 号 」 と の 文 言

を 用 い る 場 合 も あ る 。 ） を 欠 落 フ レ ー ム の 補 間 に 用 い る 。 す な わ ち 、 第 一 実 施 形 態 の 復 号

装 置 は 、 前 フ レ ー ム の 復 号 線 形 予 測 係 数 か ら 予 測 信 号 を 欠 落 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と す る

こ と で 、 欠 落 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と の 連 続 性 を 担 保 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 た だ し 、 こ の 予 測 信 号 は 時 間 と と も に 減 衰 し て し ま い 、 予 測 信 号 の み で 補 間 を 行 っ た 場

合 は 欠 落 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と 次 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と が 不 連 続 に な っ て し ま う こ と

が あ る 。 そ こ で 、 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 は 、 欠 落 フ レ ー ム の 予 測 信 号 と 前 フ レ ー ム の 復

号 音 信 号 と の 重 み 付 和 に よ り 得 ら れ る 信 号 を 欠 落 フ レ ー ム の 補 間 に 用 い る 。 す な わ ち 、 第

一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 は 、 欠 落 フ レ ー ム の 予 測 信 号 と 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と の 重 み 付

和 に よ り 得 ら れ る 信 号 を 欠 落 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と し て 得 る 。 こ の 際 、 第 一 実 施 形 態 の

復 号 装 置 は 、 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 に 代 え て 、 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 に 対 し て 時 間 反

転 に よ る 折 り 返 し や 極 性 の 反 転 を 行 っ た も の を 用 い て も よ い 。 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 は

、 時 間 反 転 の 有 無 や 極 性 の 反 転 の 有 無 を 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 に 合 わ せ て 適 応 的 に 使 い

分 け る こ と で 、 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と の よ り 連 続 的 な 補 間 を 行 っ て も よ い 。 要 す る に

、 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 は 、 欠 落 フ レ ー ム の 予 測 信 号 と 、 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と パ

ワ ー ス ペ ク ト ル が 同 じ で あ る 信 号 と 、 の 重 み 付 和 に よ り 得 ら れ る 信 号 を 欠 落 フ レ ー ム の 復

号 音 信 号 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 は 、 欠 落 フ レ ー ム の 予 測 信 号 と 次 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号

と の 不 連 続 を 解 消 す る た め に 、 次 フ レ ー ム の 復 号 に よ り 得 ら れ た 音 信 号 に つ い て 、 次 フ レ

ー ム の 復 号 に よ り 得 ら れ た 音 信 号 と 欠 落 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と の 重 み 付 和 を 次 フ レ ー ム

の 復 号 音 信 号 と す る こ と で 、 次 フ レ ー ム で 欠 落 フ レ ー ム と 連 続 す る 復 号 音 信 号 を 得 て も よ

い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 構 成 例 を 図 ４ に 示 す 。 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 は 、 図 ４ に 示

す よ う に 、 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ と 、 線 形 予 測 係 数 復 号 部 ２ ２ と 、 信 号 復 号 部 ２ ３ と 、 補 間

信 号 生 成 部 ２ ４ と を 例 え ば 備 え て い る 。 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ は 、 線 形 予 測 係 数 記 憶 部 ２ ４

１ と 、 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ と 、 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ と 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ と 、 補 間

信 号 結 合 部 ２ ４ ５ と を 例 え ば 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 復 号 方 法 は 、 フ レ ー ム ご と に 復 号 音 信 号 を 得 る 復 号 装 置 の 各 部 が 、 図 ５ 及 び 以 下 に 説 明

す る ス テ ッ プ Ｄ １ か ら ス テ ッ プ Ｄ ６ の 処 理 を 行 う こ と に よ り 例 え ば 実 現 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 以 下 、 図 ４ の 復 号 装 置 の 各 部 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ＜ 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ ＞

　 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ に は 、 符 号 化 装 置 か ら 出 力 さ れ た パ ケ ッ ト が 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ は 、 パ ケ ッ ト 内 の Ｃ Ｒ Ｃ 符 号 な ど の 誤 り 検 出 符 号 を 基 に パ ケ ッ ト 内

に 誤 り が 生 じ て い る か 否 か を 検 出 す る 。 ま た 、 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ は 、 パ ケ ッ ト の ヘ ッ ダ

内 の フ レ ー ム 番 号 を 基 に 一 連 の パ ケ ッ ト 番 号 に 欠 落 が 生 じ て い る か 否 か 、 す な わ ち 、 連 続

し て 存 在 す る は ず の 複 数 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 の う ち の あ る フ レ ー ム の パ ケ ッ ト が パ ケ ッ

ト 損 失 等 で 欠 落 し て い る か 、 も 検 出 す る 。 そ し て 、 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ は 、 そ れ ら の 検 出

結 果 か ら 、 パ ケ ッ ト が 欠 落 し て お ら ず パ ケ ッ ト 内 に 誤 り が な い 場 合 に は 当 該 パ ケ ッ ト に 対

応 す る フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い な い と 判 定 し 、 パ ケ ッ ト が 欠 落 し て い る か パ ケ

ッ ト 内 に 誤 り が あ る 場 合 に は 当 該 パ ケ ッ ト に 対 応 す る フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い

る と 判 定 し 、 当 該 パ ケ ッ ト に 対 応 す る フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る か い な い か を

示 す 情 報 で あ る 欠 落 判 定 情 報 を 生 成 す る （ ス テ ッ プ Ｄ １ ） 。

【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ は 、 欠 落 判 定 情 報 を 、 線 形 予 測 係 数 記 憶 部 ２ ４ １ と 、 復 号 音 信 号 記

憶 部 ２ ４ ２ と 、 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ と 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ と 、 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ と

に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ は 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い な い フ レ ー ム に つ い て 、 パ ケ ッ ト か ら

ヘ ッ ダ 内 の デ ー タ 長 を 表 す 情 報 を 基 に 音 信 号 符 号 を 取 り 出 し 、 線 形 予 測 係 数 復 号 部 ２ ２ に

は 音 信 号 符 号 の う ち の 少 な く と も 線 形 予 測 係 数 符 号 を 、 信 号 復 号 部 ２ ３ に は 音 信 号 符 号 の

う ち の 少 な く と も 残 差 信 号 符 号 を 、 そ れ ぞ れ 出 力 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ＜ 線 形 予 測 係 数 復 号 部 ２ ２ ＞

　 線 形 予 測 係 数 復 号 部 ２ ２ に は 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い な い フ レ ー ム に つ い て の 、 非 パ

ケ ッ ト 化 部 ２ １ が 出 力 し た 線 形 予 測 係 数 符 号 が 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 線 形 予 測 係 数 復 号 部 ２ ２ は 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い な い フ レ ー ム に つ い て 、 フ レ ー ム

毎 に 、 入 力 さ れ た 線 形 予 測 係 数 符 号 を 例 え ば 従 来 的 な 復 号 技 術 に よ っ て 復 号 し て 復 号 線 形

予 測 係 数 ^α 1 ,^α 2 ,… ,^α p を 得 て 、 得 た 復 号 線 形 予 測 係 数 ^α 1 ,^α 2 ,… ,^α p を 信 号 復 号

部 ２ ３ 及 び 線 形 予 測 係 数 記 憶 部 ２ ４ １ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｄ ２ ） 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 こ こ で 、 従 来 的 な 復 号 技 術 と は 、 例 え ば 、 線 形 予 測 係 数 符 号 が 量 子 化 さ れ た 線 形 予 測 係

数 に 対 応 す る 符 号 で あ る 場 合 に 線 形 予 測 係 数 符 号 を 復 号 し て 量 子 化 さ れ た 線 形 予 測 係 数 と

同 じ 復 号 線 形 予 測 係 数 を 得 る 技 術 、 線 形 予 測 係 数 符 号 が 量 子 化 さ れ た LSPパ ラ メ ー タ に 対

応 す る 符 号 で あ る 場 合 に 線 形 予 測 係 数 符 号 を 復 号 し て 量 子 化 さ れ た LSPパ ラ メ ー タ と 同 じ

復 号 LSPパ ラ メ ー タ を 得 る 技 術 な ど で あ る 。 ま た 、 線 形 予 測 係 数 と LSPパ ラ メ ー タ は 互 い に

変 換 可 能 な も の で あ り 、 入 力 さ れ た 線 形 予 測 係 数 符 号 と 後 段 で の 処 理 に お い て 必 要 な 情 報

に 応 じ て 、 復 号 線 形 予 測 係 数 と 復 号 LSPパ ラ メ ー タ の 間 で の 変 換 処 理 を 行 な え ば よ い の は

周 知 で あ る 。 以 上 か ら 、 上 記 の 線 形 予 測 係 数 符 号 の 復 号 処 理 と 必 要 に 応 じ て 行 な う 上 記 の

変 換 処 理 と を 包 含 し た も の が 「 従 来 的 な 復 号 技 術 に よ る 復 号 」 と い う こ と に な る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 な お 、 線 形 予 測 係 数 復 号 部 ２ ２ は 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し た フ レ ー ム に つ い て は 、 何 も し

な い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ＜ 信 号 復 号 部 ２ ３ ＞

　 信 号 復 号 部 ２ ３ に は 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い な い フ レ ー ム に つ い て の 、 非 パ ケ ッ ト 化

部 ２ １ が 出 力 し た 残 差 信 号 符 号 と 、 線 形 予 測 係 数 復 号 部 ２ ２ が 出 力 し た 復 号 線 形 予 測 係 数

^α 1 ,^α 2 ,… ,^α p と が 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 信 号 復 号 部 ２ ３ は 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い な い フ レ ー ム に つ い て 、 フ レ ー ム 毎 に 、 例

え ば 非 特 許 文 献 １ の 復 号 装 置 の よ う に 、 残 差 信 号 符 号 に 対 応 す る 残 差 信 号 を 得 て 、 復 号 線

形 予 測 係 数 ^α 1 ,^α 2 ,… ,^α p と 残 差 信 号 と １ サ ン プ ル 前 ま で の 復 号 音 信 号 と を 用 い て 線

形 予 測 合 成 を す る こ と に よ り 復 号 音 信 号 ^x(0),^x(1),… ,^x(N-1)を 得 て 、 得 た 復 号 音 信 号

^x(0),^x(1),… ,^x(N-1)を 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ 及 び 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ に 出 力 す る

（ ス テ ッ プ Ｄ ３ ） 。 Nは 所 定 の 正 の 整 数 で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 な お 、 信 号 復 号 部 ２ ３ は 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し た フ レ ー ム に つ い て は 、 何 も し な い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ＜ 線 形 予 測 係 数 記 憶 部 ２ ４ １ ＞

　 線 形 予 測 係 数 記 憶 部 ２ ４ １ に は 、 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ が 出 力 し た 欠 落 判 定 情 報 と 、 線 形

予 測 係 数 復 号 部 ２ ２ が 出 力 し た 復 号 線 形 予 測 係 数 ^α 1 ,^α 2 ,… ,^α と が 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 線 形 予 測 係 数 記 憶 部 ２ ４ １ は 、 フ レ ー ム 毎 に 、 当 該 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符
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号 が 欠 落 し て い な い こ と を 示 す 場 合 、 す な わ ち 、 当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い

な い 場 合 に 、 入 力 さ れ た 復 号 線 形 予 測 係 数 ^α 1 ,^α 2 ,… ,^α p を 前 フ レ ー ム 復 号 線 形 予 測

係 数 ^β 1 ,^β 2 ,… ,^β p と し て 記 憶 す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ま た 、 線 形 予 測 係 数 記 憶 部 ２ ４ １ は 、 当 該 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符 号 が 欠 落

し て い る こ と を 示 す 場 合 、 す な わ ち 、 当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る 場 合 に 、

記 憶 し て い る 前 フ レ ー ム 復 号 線 形 予 測 係 数 ^β 1 ,^β 2 ,… ,^β p を 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ に 出 力

す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ＜ 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ ＞

　 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ に は 、 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ が 出 力 し た 欠 落 判 定 情 報 と 、 信 号 復

号 部 ２ ３ が 出 力 し た 復 号 音 信 号 ^x(0),^x(1),… ,^x(N-1)と が 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ は 、 正 常 に 復 号 さ れ た 復 号 音 信 号 を 数 フ レ ー ム 分 、 例 え ば 、 ２

フ レ ー ム 分 記 憶 す る 。 例 え ば 、 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ は 、 当 該 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報

が 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い な い こ と を 示 す 場 合 、 す な わ ち 、 当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が

欠 落 し て い な い 場 合 に 、 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ に 記 憶 さ れ て い る 当 該 フ レ ー ム の 直 前 フ

レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(N+1),^y(N+2),… ,^y(2N-1)の 各 サ ン プ ル 値 を 、 ２ フ レ ー ム 前 復 号 音

信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(N-1)の 各 サ ン プ ル 値 と し て そ れ ぞ れ 記 憶 し 、 入 力 さ れ た 復 号 音 信

号 ^x(0),^x(1),… ,^x(N-1)の 各 サ ン プ ル 値 を 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(N+1),^y(N+2),… ,^

y(2N-1)の 各 サ ン プ ル 値 と し て そ れ ぞ れ 記 憶 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 、 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ は 、 当 該 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符 号 が 欠 落 し

て い る こ と を 示 す 場 合 、 す な わ ち 、 当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る 場 合 に 、 記

憶 さ れ て い る 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)を 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ 及 び 信

号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ＜ 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ ＞

　 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ に は 、 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る こ と を 示 す フ レ ー ム

、 す な わ ち 、 当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て の 、 非 パ ケ ッ ト

化 部 ２ １ が 出 力 し た 欠 落 判 定 情 報 と 、 線 形 予 測 係 数 記 憶 部 ２ ４ １ が 出 力 し た 前 フ レ ー ム 復

号 線 形 予 測 係 数 ^β 1 ,^β 2 ,… ,^β p と 、 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ が 出 力 し た 前 フ レ ー ム 復

号 音 信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)と が 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ は 、 当 該 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る こ と を

示 す 場 合 、 す な わ ち 、 当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る 場 合 に 、 前 フ レ ー ム 復 号

線 形 予 測 係 数 ^β 1 ,^β 2 ,… ,^β p の 値 を 基 に 例 え ば 以 下 の 式 (1)の よ う に 予 測 信 号 predict(

0),predict(1),… ,predict(N-1)を 生 成 し 、 生 成 し た 予 測 信 号 predict(0),predict(1),… ,

predict(N-1)を 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｄ ４ ） 。

【 数 １ 】

　 た だ し 、 n=0,1,… ,N-1で 、 k>0に お い て predict(-k)=^y(2N-k)で あ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 す な わ ち 、 こ の 予 測 信 号 predict(0),predict(1),… ,predict(N-1)は 、 音 信 号 符 号 が 欠

落 し て い な い 前 フ レ ー ム の 復 号 線 形 予 測 係 数 を 当 該 フ レ ー ム の 復 号 線 形 予 測 係 数 と し 、 ０

を 当 該 フ レ ー ム の 残 差 信 号 の 各 サ ン プ ル 値 と し た と き の 、 当 該 フ レ ー ム の 予 測 信 号 で あ る

。

【 ０ ０ ５ １ 】
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　 ＜ 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ ＞

　 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ に は 、 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る こ と を 示 す フ レ

ー ム 、 す な わ ち 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て の 、 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ が

出 力 し た 欠 落 判 定 情 報 と 、 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ が 出 力 し た 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0

),^y(1),… ,^y(2N-1)と が 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 後 述 す る が 、 こ の 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)を 時 間 的 に 逆 に し た

も の 及 び 時 間 的 に 逆 に し て 極 性 を 入 れ 替 え た も の の そ れ ぞ れ は 、 特 定 の 仮 定 の 下 で は 、 前

フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル を 保 っ た ま ま 位 相 を フ レ ー ム 長 分 だ け シ フ ト さ

せ た も の に 等 し い 。 し た が っ て 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ は 、 フ レ ー ム 毎 に 、 当 該 フ レ ー ム

の 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る こ と を 示 す 場 合 、 す な わ ち 、 当 該 フ レ ー ム の

音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る 場 合 に 、 当 該 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 か ら 仮 定 さ れ

る 当 該 フ レ ー ム （ 以 下 、 「 現 フ レ ー ム 」 と の 文 言 を 用 い る 場 合 も あ る 。 ） の 復 号 音 信 号 と

し て 適 切 な も の を 例 え ば 以 下 の よ う に 選 択 し 、 そ の 仮 定 に 則 っ た 現 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号

で あ る 拡 張 復 号 音 信 号 extend(0),extend(1),… ,extend(2N-1)を 生 成 す る （ ス テ ッ プ Ｄ ５

） 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)が 例 え ば 、 N番 目 及 び N+1番 目 の サ ン プ

ル の 境 を 中 心 に 偶 対 称 な 正 弦 波 の 足 し 合 わ せ で 表 さ れ る と す る の で あ れ ば 、 そ の 信 号 に 続

く 現 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 は 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)を 時 間 的 に

逆 に 並 べ た も の と 等 し く な る 。 ま た 、 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0), ^y(1),… , ^y(2N-1)

が 例 え ば 、 N番 目 及 び N+1番 目 の サ ン プ ル の 境 を 中 心 に 奇 対 称 な 正 弦 波 の 足 し 合 わ せ で 表 さ

れ る と す る の で あ れ ば 、 そ の 信 号 に 続 く 現 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 は 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号

^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)を 時 間 的 に 逆 に 並 べ 、 極 性 を 反 転 さ せ た も の と 等 し く な る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 こ の こ と か ら 、 ま ず 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ は 、 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0),^y(1),…

,^y(2N-1)の N番 目 及 び N+1番 目 の サ ン プ ル の 境 を 中 心 に 対 称 な サ ン プ ル 対 の 和 と 差 の エ ネ

ル ギ ー even, oddを 以 下 の 式 (2),(2')の よ う に そ れ ぞ れ 算 出 し 、 そ の 値 の 大 小 を 基 に 、 前

フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0), ^y(1),… , ^y(2N-1)が 偶 対 称 的 で あ る か 奇 対 称 的 で あ る か を

判 断 す る 。

【 数 ２ 】

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 そ し て 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ は 、 even≧ oddの 場 合 に は 拡 張 復 号 音 信 号 と し て 前 フ レ

ー ム 復 号 音 信 号 の 逆 順 で あ る extend(n)=^y(2N-1-n)（ n=0,1,… ,2N-1） を 、 odd>evenの 場

合 に は 極 性 を 反 転 し た 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 の 逆 順 で あ る extend(n)=-^y(2N-1-n)（ n=0,1

,… ,2N-1） を 選 択 し 、 選 択 し た 拡 張 復 号 音 信 号 extend(0),extend(1),… ,extend(2N-1)を

補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 す な わ ち 、 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ は 、 よ り 詳 細 に は 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ の 信 号 拡 張 選 択 部

２ ４ ４ は 、 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 が 偶 対 称 的 で あ る 場 合 に は 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 の

サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 を 選 択 し 、 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 が 奇 対 称 的 で あ る

場 合 に は 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 を 選 択 し 、 上 記 選 択 し た 信 号 を 当 該 フ レ ー ム の 拡

張 復 号 音 信 号 と す る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

10

20

30

40

50



(11) JP  6652469  B2  2020.2.26

　 こ の よ う に し て 、 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ は 、 よ り 詳 細 に は 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ の 信 号 拡 張

選 択 部 ２ ４ ４ は 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 当 該 フ レ ー ム の 前 フ レ

ー ム の 復 号 音 信 号 の サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 、 又 は 、 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し

た 信 号 を 選 択 し 、 上 記 選 択 し た 信 号 を 当 該 フ レ ー ム の 拡 張 復 号 音 信 号 と す る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 ＜ 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ ＞

　 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ に は 、 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ が 出 力 し た 欠 落 判 定 情 報 と 、 信 号 復 号

部 ２ ３ が 出 力 し た 復 号 音 信 号 ^x(0),^x(1),… ,^x(N-1)と 、 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ が 出 力 し た 予

測 信 号 predict(0),predict(1),… ,predict(N-1)と 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ が 出 力 し た 拡

張 復 号 音 信 号 extend(0),extend(1),… ,extend(2N-1)と が 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ は 、 当 該 フ レ ー ム と 前 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報 に 応 じ て 、 す な わ

ち 、 当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る か 否 か と 前 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し

て い る か 否 か に 応 じ て 、 例 え ば 以 下 の ３ 通 り の 処 理 を 選 択 的 に 行 う 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ は 、 当 該 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報 と 前 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報 の

両 方 が 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い な い こ と を 示 す 場 合 、 す な わ ち 、 当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 符

号 が 欠 落 し て お ら ず 、 当 該 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 も 欠 落 し て い な い 場 合 、 復

号 音 信 号 ^x(0),^x(1),… ,^x(N-1)を 当 該 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 ^X(0),^X(1),… ,^X(N-1)と

し て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｄ ６ ） 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ は 、 当 該 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る こ

と を 示 す 場 合 、 す な わ ち 、 当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る 場 合 、 例 え ば 以 下 の

式 (3)の よ う に 、 予 測 信 号 predict(0),predict(1),… ,predict(N-1)と 拡 張 復 号 音 信 号 exte

nd(0),extend(1),… ,extend (N-1)と を 所 定 の 窓 関 数 を 用 い て 線 形 結 合 さ せ た も の を 当 該

フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 ^X(0),^X(1),… ,^X(N-1)と し て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｄ ６ ） 。

【 数 ３ 】

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 た だ し 、 n=0,1,… ,N-1で あ り 、 w(n)が 窓 関 数 を 示 す 。 窓 関 数 w(n)と し て 、 上 記 式 以 外 の

他 の 窓 関 数 を 用 い て も よ い が 、 extend(n)に 乗 じ る 窓 関 数 は 時 間 に 対 し て 増 大 す る 関 数 、

す な わ ち nの 値 が 大 き い ほ ど 大 き な 値 と な る 関 数 で あ り 、 predict(n)に 乗 じ る 窓 関 数 は 時

間 に 対 し て 減 少 す る 関 数 、 す な わ ち nの 値 が 大 き い ほ ど 小 さ な 値 と な る 関 数 で あ る こ と が

望 ま し い 。 こ の よ う に 、 窓 関 数 を 用 い て 二 種 類 の 信 号 を 線 形 結 合 す る こ と を こ こ で は ク ロ

ス フ ェ ー ド と 呼 び 、 extend(n)と predict(n)の そ れ ぞ れ に 乗 じ る 窓 関 数 を ク ロ ス フ ェ ー ド

す る た め の 関 数 と 呼 ぶ 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 こ の よ う に し て 、 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ は 、 よ り 詳 細 に は 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ の 補 間 信 号

結 合 部 ２ ４ ５ は 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 当 該 フ レ ー ム の 前 フ レ

ー ム の 復 号 音 信 号 の サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 又 は 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信

号 で あ る 拡 張 復 号 音 信 号 と 、 前 フ レ ー ム か ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と 、 に 基 づ い て 生 成 し

た 信 号 を 、 当 該 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と す る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ は 、 当 該 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い な い

こ と を 示 し か つ 当 該 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る こ

と を 示 す 場 合 、 す な わ ち 、 当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て お ら ず 、 当 該 フ レ ー ム の
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前 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る 場 合 、 例 え ば 以 下 の 式 (4)の よ う に 、 復 号 音 信 号 ^

x(0),^x(1),… ,^x(N-1)と 拡 張 復 号 音 信 号 extend(N),extend(N+1),… ,extend(2N-1)と を ク

ロ ス フ ェ ー ド さ せ た も の を 当 該 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 ^X(0),^X(1),… ,^X(N-1)と し て 出 力

す る （ ス テ ッ プ Ｄ ６ ） 。

【 数 ４ 】

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 た だ し 、 n=0,1,… ,N-1で あ り 、 w(n)が 上 述 の 窓 関 数 を 示 す 。 こ の 操 作 に よ り 、 情 報 の 欠

落 し た フ レ ー ム と 現 フ レ ー ム と の 連 続 性 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 ＜ 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ ＞

　 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ は 、 上 記 説 明 し た 、 線 形 予 測 係 数 記 憶 部 ２ ４ １ 、 復 号 音 信 号 記 憶 部

２ ４ ２ 、 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ の 処 理 及 び 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ の 式

(3)を 用 い た 処 理 に よ り 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 当 該 フ レ ー ム

の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と パ ワ ー ス ペ ク ト ル が 同 じ で あ る 複 数 の 信 号 の 候 補 の 中 か ら 、

前 フ レ ー ム と 時 間 的 に 連 続 性 が 高 い 信 号 の 候 補 を 選 択 し 、 選 択 し た 信 号 の 候 補 を 当 該 フ レ

ー ム の 復 号 音 信 号 と し て い る と 言 え る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 な お 、 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ の 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ は 、 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し

て い る 場 合 に は 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ が 出 力 し た 拡 張 復 号 音 信 号 を 、 当 該 フ レ ー ム の 復

号 音 信 号 と し て も よ い 。 す な わ ち 、 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ は 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ

レ ー ム に つ い て は 、 当 該 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 の サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並

べ た 信 号 又 は 当 該 信 号 の 極 性 正 負 を 反 転 逆 に し た 信 号 を 、 当 該 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と し

て も よ い 。 こ の よ う に す る 場 合 に は 、 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ は 、 線 形 予 測 係 数 記 憶 部 ２ ４ １

及 び 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ を 動 作 さ せ な い で よ く 、 線 形 予 測 係 数 記 憶 部 ２ ４ １ 及 び 線 形 予 測 部

２ ４ ３ を 備 え な い で も よ い 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 こ の よ う に 、 復 号 装 置 が 、 前 フ レ ー ム の 情 報 の み に 基 づ い て 、 前 フ レ ー ム の パ ワ ー ス ペ

ク ト ル を 同 じ 信 号 を 用 い た 補 間 を 行 う こ と に よ り 、 追 加 の 情 報 の 伝 送 の 必 要 が な く 、 通 常

の 復 号 処 理 と 同 じ 原 理 遅 延 の 範 囲 内 で の 遅 延 で 、 従 来 技 術 よ り 聴 覚 的 に 良 好 な 復 号 音 信 号

を 得 る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 [第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 及 び 方 法 ]

　 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 及 び 方 法 は 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ に お け る 信 号 の 拡 張 方 法 の

選 択 に お い て 予 測 信 号 を 用 い る こ と に よ り 、 連 続 性 の 高 い ク ロ ス フ ェ ー ド を 実 現 す る も の

で あ る 。 以 下 、 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 及 び 方 法 の 詳 細 を 示 す 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 例 を 図 ６ に 示 す 。 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 は 、 第 一 実 施 形 態

と 同 様 に 、 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ と 、 線 形 予 測 係 数 復 号 部 ２ ２ と 、 信 号 復 号 部 ２ ３ と 、 補 間

信 号 生 成 部 ２ ４ と を 例 え ば 備 え て い る 。 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ は 、 線 形 予 測 係 数 記 憶 部 ２ ４

１ と 、 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ と 、 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ と 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ と 、 補 間

信 号 結 合 部 ２ ４ ５ と を 例 え ば 備 え て い る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 以 下 、 第 一 実 施 形 態 と 異 な る 部 分 で あ る 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ 及 び 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ に

つ い て 説 明 す る 。 第 一 実 施 形 態 と 同 様 の 部 分 に つ い て は 重 複 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 ＜ 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ ＞

　 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ に は 、 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ が 出 力 し た 欠 落 判 定 情 報 と 、 線 形 予 測 係 数

記 憶 部 ２ ４ １ が 出 力 し た 前 フ レ ー ム 復 号 線 形 予 測 係 数 ^β 1 ,^β 2 ,… ,^β p と 、 復 号 音 信 号
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記 憶 部 ２ ４ ２ が 出 力 し た 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)と が 入 力 さ れ る

。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ は 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る 場 合 に 、 第 一 実 施 形 態 の 線 形 予 測 部 ２

４ ３ と 同 様 に 予 測 信 号 predict(0),predict(1),… ,predict(N-1)を 生 成 す る （ ス テ ッ プ Ｄ

４ ） 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ は 、 生 成 し た 予 測 信 号 predict(0),predict(1),… ,predict(N-1)を 補

間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ 及 び 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 予 測 信 号 predict(0),predict(1),… ,predict(N-1)が 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ に も 出 力

さ れ る 部 分 が 第 一 実 施 形 態 と 異 な る 部 分 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 ＜ 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ ＞

　 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ に は 、 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る こ と を 示 す フ レ

ー ム 、 す な わ ち 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て の 、 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ が

出 力 し た 欠 落 判 定 情 報 と 、 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ が 出 力 し た 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0

),^y(1),… ,^y(2N-1)と 、 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ が 出 力 し た 予 測 信 号 predict(0),predict(1),

… ,predict(N-1)と が 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ は 、 当 該 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る こ

と を 示 す 場 合 、 す な わ ち 、 当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る 場 合 、 例 え ば 以 下 の

よ う に 拡 張 復 号 音 信 号 extend(0),extend(1),… ,extend(2N-1)を 選 択 す る （ ス テ ッ プ Ｄ ５

） 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ は 、 拡 張 復 号 音 信 号 extend(0),extend(1),… ,extend(2N-1)の 候

補 と し て 、 例 え ば 以 下 の ４ 個 の 候 補 extend 1 (n),extend 2 (n),extend 3 (n),extend 4 (n)を 用

意 す る 。 extend 1 (n)は 、 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)を 時 間 的 に 逆 に

並 べ た 信 号 で あ る 。 extend 2 (n)は 、 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)を 時

間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 の 極 性 を 反 転 さ せ た 信 号 で あ る 。 extend 3 (n)は 、 前 フ レ ー ム 復 号 音

信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)そ の も の で あ る 。 extend 4 (n)は 、 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(

0),^y(1),… ,^y(2N-1)の 極 性 を 反 転 さ せ た 信 号 で あ る 。

【 数 ５ 】

　 た だ し 、 n=0,1,… ,2N-1で あ る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 後 述 の と お り 、 こ れ ら の 候 補 は 、 特 定 の 仮 定 の 下 で は 、 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 の パ ワ

ー ス ペ ク ト ル を 保 っ た ま ま 位 相 を フ レ ー ム 長 分 だ け シ フ ト さ せ た も の に 等 し い 。 信 号 拡 張

選 択 部 ２ ４ ４ は 、 フ レ ー ム 毎 に 、 当 該 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い

る こ と を 示 す 場 合 、 す な わ ち 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る 場 合 に 、 当 該 フ レ ー ム と し て 最

も 適 切 な も の を 選 択 す る が 、 そ の 選 択 に お い て は 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と 拡 張 復 号 音 信

号 と の 連 続 性 を 基 準 と す る 。 そ し て 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ は 、 こ の 連 続 性 の 基 準 と し て

予 測 信 号 を 用 い る 。 予 測 信 号 は 、 線 形 予 測 の 原 理 上 、 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と 連 続 な 信

号 と な る の で 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ で は 予 測 信 号 と 拡 張 復 号 音 信 号 の 候 補 と の 値 の 近 さ

を 連 続 性 の 基 準 と し て 用 い て 評 価 を 行 う 。
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【 ０ ０ ８ ０ 】

　 つ ま り 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ は 、 上 記 の ４ 個 の 候 補 extend 1 (n),extend 2 (n),extend 3 (

n),extend 4 (n)の う ち 、 例 え ば 以 下 の 式 (5)に 示 さ れ る 予 測 信 号 と 拡 張 復 号 音 信 号 の 候 補 と

の 二 乗 距 離 の 値 が 最 小 と な る も の を 拡 張 復 号 音 信 号 extend(0),extend(1),… ,extend(2N-1

)と し て 選 択 し 、 選 択 し た 拡 張 復 号 音 信 号 extend(0),extend(1),… ,extend(2N-1)を 補 間 信

号 結 合 部 ２ ４ ５ に 出 力 す る 。

【 数 ６ 】

　 た だ し 、 i=1,2,3,4で あ る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 ま た は 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ は 、 上 記 の ４ 個 の 候 補 extend 1 (n),extend 2 (n),extend 3 (

n),extend 4 (n)の う ち 、 例 え ば 下 記 の 式 (6)に 示 さ れ る 内 積 値 が 最 大 と な る も の を 拡 張 復 号

音 信 号 と し て 選 択 し て も よ い 。

【 数 ７ 】

　 た だ し 、 i=1,2,3,4で あ る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 な お 、 式 (5),(6)に お い て 、 ク ロ ス フ ェ ー ド を す る た め の 窓 関 数 の 値 を extend i (n)に 対

し て か け た 信 号 extend i (n) 'を 、 上 記 式 (5),(6)に お け る extend i (n)の 代 わ り に 用 い て も よ

い 。 同 様 に し て 、 式 (5),(6)に お い て 、 ク ロ ス フ ェ ー ド を す る た め の 窓 関 数 の 値 を predict

(n)に 対 し て か け た 信 号 predict(n) 'を 、 上 記 式 (5),(6)に お け る predict(n)の 代 わ り に 用

い て も よ い 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 こ の よ う に し て 、 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ は 、 よ り 詳 細 に は 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ の 信 号 拡 張

選 択 部 ２ ４ ４ は 、 当 該 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 の サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並 べ

た 信 号 、 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 、 当 該 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 及 び 当

該 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 の 中 か ら 、 上 記 前 フ レ ー ム か

ら 線 形 予 測 合 成 し た 信 号 と 類 似 性 が 高 い 信 号 を 選 択 し 、 選 択 し た 信 号 を 拡 張 復 号 音 信 号 と

す る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 ま た 、 こ の よ う に し て 、 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ は 、 よ り 詳 細 に は 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ の 信

号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ は 、 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る フ レ ー ム に つ い て は 、 当 該 フ レ ー ム の

前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 の サ ン プ ル を 時 間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 、 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し

た 信 号 、 当 該 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 及 び 当 該 フ レ ー ム の 前 フ レ ー ム の 復 号 音

信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 の 何 れ か を 選 択 し 、 選 択 し た 信 号 を 拡 張 復 号 音 信 号 と す る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ は 、 選 択 し て 得 た 拡 張 復 号 音 信 号 extend(0),extend(1),… ,exten

d(2N-1)を 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 第 一 実 施 形 態 で は 、 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)を 時 間 的 に 逆 に 並

べ た 信 号 及 び 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 の ２ 個 の 信 号 が 拡 張 復 号 音 信 号 extend(0),ex

tend(1),… ,extend(2N-1)の 候 補 で あ っ た 。 こ れ に 対 し て 、 上 記 説 明 し た 第 二 実 施 形 態 で

は 、 拡 張 復 号 音 信 号 extend(0),extend(1),… ,extend(2N-1)の 候 補 の 数 は ４ 個 で あ る 。 拡

張 復 号 音 信 号 extend(0),extend(1),… ,extend(2N-1)の 候 補 の 数 を 増 や す こ と に よ り 、 よ

り 精 度 の 高 い 補 間 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】
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　 な お 、 第 二 実 施 形 態 に お い て も 、 第 一 実 施 形 態 と 同 様 に 、 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0),

^y(1),… ,^y(2N-1)を 時 間 的 に 逆 に 並 べ た 信 号 及 び 当 該 信 号 の 極 性 を 反 転 し た 信 号 の ２ 個

の 信 号 を 拡 張 復 号 音 信 号 extend(0),extend(1),… ,extend(2N-1)の 候 補 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 こ の 場 合 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ は 、 例 え ば 以 下 の 式 に よ り 定 義 さ れ る 、 前 フ レ ー ム の

復 号 音 信 号 と 予 測 信 号 を 並 べ た 際 の 境 を 中 心 に 対 称 な サ ン プ ル の 和 と 差 の エ ネ ル ギ ー even

, oddを そ れ ぞ れ 求 め る 。

【 数 ８ 】

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 そ し て 、 第 一 実 施 形 態 と 同 様 の 理 由 に よ り 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ は 、 even≧ oddの 場

合 に 拡 張 復 号 音 信 号 と し て 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 の 逆 順 で あ る extend(n)=^y(2N-1-n)（ n=

0,1,… ,2N-1） を 、 odd>evenの 場 合 に は 極 性 を 反 転 し た 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 の 逆 順 で あ

る extend(n)=-^y(2N-1-n)（ n=0,1,… ,2N-1） を 選 択 し 、 選 択 し た 拡 張 復 号 音 信 号 extend(0

),extend(1),… ,extend(2N-1)を 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 [第 三 実 施 形 態 の 復 号 装 置 及 び 方 法 ]

　 第 三 実 施 形 態 の 復 号 装 置 及 び 方 法 は 、 情 報 の 欠 落 が 生 じ た フ レ ー ム 以 前 の フ レ ー ム の 復

号 音 信 号 を 基 に 線 形 予 測 係 数 を 推 定 す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 復 号 装 置 が 想 定 す る 符

号 化 装 置 が 線 形 予 測 分 析 部 １ １ を 備 え て お ら ず 、 復 号 装 置 に 入 力 さ れ る パ ケ ッ ト に 線 形 予

測 係 数 符 号 が 含 ま れ て い な い 場 合 で あ っ て も 、 復 号 装 置 は 、 線 形 予 測 を 用 い た 信 号 の 補 間

を 行 う こ と が で き る 。 ま た は 、 復 号 装 置 は 、 線 形 予 測 分 析 の 次 数 を 、 符 号 化 で 用 い た 次 数

よ り も 高 く 求 め る こ と に よ り 、 更 に 高 い 精 度 の 予 測 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 第 三 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 例 を 図 ７ に 示 す 。 第 三 実 施 形 態 の 復 号 装 置 は 、 非 パ ケ ッ ト 化

部 ２ １ と 、 線 形 予 測 係 数 復 号 部 ２ ２ と 、 信 号 復 号 部 ２ ３ と 、 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ と を 例 え

ば 備 え て い る 。 補 間 信 号 生 成 部 ２ ４ は 、 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ と 、 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ と

、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ と 、 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ と 、 線 形 予 測 係 数 推 定 部 ２ ４ ６ と を 例

え ば 備 え て い る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 以 下 、 第 一 実 施 形 態 又 は 第 二 実 施 形 態 と 異 な る 部 分 で あ る 、 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ 、 線 形

予 測 係 数 復 号 部 ２ ２ 、 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ 、 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ 及 び 線 形 予 測 係 数 推 定

部 ２ ４ ６ に つ い て 説 明 す る 。 第 一 実 施 形 態 又 は 第 二 実 施 形 態 と 同 様 の 部 分 に つ い て は 重 複

説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 ＜ 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ ＞

　 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ は 、 第 一 実 施 形 態 又 は 第 二 実 施 形 態 と 同 様 の 処 理 に よ り 、 欠 落 判 定

情 報 を 生 成 し 、 生 成 し た 欠 落 判 定 情 報 を 、 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ 、 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４

４ 、 及 び 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ の み な ら ず 、 線 形 予 測 係 数 推 定 部 ２ ４ ６ に も 出 力 す る （ ス

テ ッ プ Ｄ １ ） 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ の 他 の 処 理 は 、 第 一 実 施 形 態 又 は 第 二 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 ＜ 線 形 予 測 係 数 復 号 部 ２ ２ ＞

　 線 形 予 測 係 数 復 号 部 ２ ２ は 、 第 一 実 施 形 態 又 は 第 二 実 施 形 態 と 同 様 の 処 理 に よ り 、 音 信
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号 符 号 が 欠 落 し て い な い フ レ ー ム に つ い て 、 フ レ ー ム 毎 に 、 復 号 線 形 予 測 係 数 ^α 1 ,^α 2 ,

… ,^α p を 得 て 、 得 た 復 号 線 形 予 測 係 数 ^α 1 ,^α 2 ,… ,^α p を 信 号 復 号 部 ２ ３ に 出 力 す る （

ス テ ッ プ Ｄ ２ ） 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 線 形 予 測 係 数 復 号 部 ２ ２ の 他 の 処 理 は 、 第 一 実 施 形 態 又 は 第 二 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 ＜ 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ ＞

　 当 該 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る こ と を 示 す 場 合 、 す な わ ち 、

当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る 場 合 に 、 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ は 、 記 憶 し て

い る 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)を 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ 及 び 信 号 拡 張 選

択 部 ２ ４ ４ の み な ら ず 、 線 形 予 測 係 数 推 定 部 ２ ４ ６ に も 出 力 す る 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ の 他 の 処 理 は 、 第 一 実 施 形 態 又 は 第 二 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 ＜ 線 形 予 測 係 数 推 定 部 ２ ４ ６ ＞

　 線 形 予 測 係 数 推 定 部 ２ ４ ６ に は 、 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ が 出 力 し た 欠 落 判 定 情 報 と 、 復 号

音 信 号 記 憶 部 ２ ４ ２ が 出 力 し た 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)と が 入 力

さ れ る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 線 形 予 測 係 数 推 定 部 ２ ４ ６ は 、 当 該 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い

る こ と を 示 す 場 合 、 す な わ ち 、 当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る 場 合 に 、 前 フ レ

ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)を 基 に 、 図 １ に お け る 線 形 予 測 分 析 部 １ １ で 用

い る 線 形 予 測 分 析 と 同 様 の 処 理 に よ り 推 定 線 形 予 測 係 数 ^γ 1 ,^γ 2 ,… ,^γ p を 生 成 す る （

ス テ ッ プ Ｄ ７ ） 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 線 形 予 測 係 数 推 定 部 ２ ４ ６ は 、 生 成 し た 推 定 線 形 予 測 係 数 ^γ 1 ,^γ 2 ,… ,^γ p を 線 形 予

測 部 ２ ４ ３ に 出 力 す る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 ＜ 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ ＞

　 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ に は 、 非 パ ケ ッ ト 化 部 ２ １ が 出 力 し た 欠 落 判 定 情 報 と 、 線 形 予 測 係 数

推 定 部 ２ ４ ６ が 出 力 し た 推 定 線 形 予 測 係 数 ^γ 1 ,^γ 2 ,… ,^γ p と 、 復 号 音 信 号 記 憶 部 ２ ４

２ が 出 力 し た 前 フ レ ー ム 復 号 音 信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)と が 入 力 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 線 形 予 測 部 ２ ４ ３ は 、 フ レ ー ム 毎 に 、 当 該 フ レ ー ム の 欠 落 判 定 情 報 が 音 信 号 符 号 が 欠 落

し て い る こ と を 示 す 場 合 、 す な わ ち 、 当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 符 号 が 欠 落 し て い る 場 合 に 、

推 定 線 形 予 測 係 数 ^γ 1 ,^γ 2 ,… ,^γ p の 値 を 基 に 例 え ば 以 下 の 式 (1')の よ う に 予 測 信 号 pre

dict(0), predict(1),… ,predict(N-1)を 生 成 し 、 生 成 し た 予 測 信 号 predict(0),predict(

1),… ,predict (N-1)を 補 間 信 号 結 合 部 ２ ４ ５ に 出 力 す る 。

【 数 ９ 】

【 ０ １ ０ ４ 】

　 た だ し 、 n=1,2,… ,Nで あ る 。 こ の 予 測 信 号 predict(0),predict(1),… ,predict(N-1)は

、 推 定 線 形 予 測 係 数 ^γ 1 ,^γ 2 ,… ,^γ p を 当 該 フ レ ー ム の 復 号 線 形 予 測 係 数 と し 、 ０ を 当

該 フ レ ー ム の 残 差 信 号 の 各 サ ン プ ル 値 と し た と き の 、 当 該 フ レ ー ム の 予 測 信 号 で あ る 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 [技 術 背 景 ]

　 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 ２ 種 類 の 信 号 の 少 な く と も 一 方 を 用 い て 情 報 の 欠 落 し た フ レ ー ム

の 補 間 を 行 っ て い る 。
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【 ０ １ ０ ６ 】

　 ２ 種 類 の 信 号 の １ つ 目 は 予 測 信 号 predict(0),predict(1),… ,predict(N-1)で あ る 。 予

測 信 号 predict(0),predict(1),… ,predict(N-1)は 、 前 フ レ ー ム の 復 号 線 形 予 測 係 数 ^β 1 ,

^β 2 ,… ,^β p を 用 い て 上 記 式 (1)で 例 え ば 求 め ら れ る 。 こ の 予 測 信 号 predict(0),predict(

1),… ,predict(N-1)を 用 い る と 、 そ の 性 質 上 、 前 フ レ ー ム と の 連 続 性 が 担 保 さ れ る が 、 予

測 次 数 pが フ レ ー ム 長 Nに 対 し て 短 い 場 合 に は 予 測 信 号 の エ ネ ル ギ ー は 徐 々 に 減 少 し て ゆ き

、 フ レ ー ム の 後 半 で 予 測 信 号 の 値 が ０ に な る 。 し た が っ て 、 予 測 信 号 の み を 用 い て 情 報 の

欠 落 し た フ レ ー ム の 補 間 を 行 う と 、 次 フ レ ー ム と の 不 連 続 性 が 生 じ て し ま う こ と が あ る 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 復 号 線 形 予 測 係 数 ^β 1 ,^β 2 ,… ,^β p は 、 第 一 実 施 形 態 及 び 第 二 実 施 形 態 の よ う に 、 符

号 化 側 に お い て 符 号 化 さ れ た も の を 復 号 側 で 復 号 す る こ と に よ り 得 る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 な お 、 復 号 線 形 予 測 係 数 ^β 1 ,^β 2 ,… ,^β p の 代 わ り に 、 第 三 実 施 形 態 の よ う に 、 過 去

に 復 号 さ れ た 波 形 か ら 線 形 予 測 分 析 で 求 め た 推 定 線 形 予 測 係 数 ^γ 1 ,^γ 2 ,… ,^γ p を 用 い

て 、 予 測 信 号 predict(0),predict(1),… ,predict(N-1)を 求 め る こ と も で き る 。 こ の 場 合 p

を 例 え ば Nと 同 等 ま で 大 き く す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 多 く の サ ン プ ル 数 ま で 予 測 信 号 p

redict(0),predict(1),… ,predict(N-1)の エ ネ ル ギ ー を 保 つ こ と が で き る 。 し か し 、 次 数

の 大 き な 線 形 予 測 係 数 を 求 め る た め に 、 長 い 過 去 の サ ン プ ル （ 複 数 フ レ ー ム ） を 保 持 す る

必 要 が あ り 、 分 析 の 演 算 量 も 極 端 に 大 き く な っ て し ま う 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 演 算 量 の 増 加 を 防 ぎ つ つ 、 フ レ ー ム 内 の 信 号 の 欠 落 を 防 ぐ た め に 、 上 記 ２ 種 類 の 信 号 の

２ つ 目 の 信 号 で あ る 拡 張 復 号 音 信 号 を 用 い る 。 こ の 拡 張 復 号 音 信 号 extend(0),extend(1),

… ,extend(2N-1)に は 、 前 フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 ^y(0),^y(1),… ,^y(2N-1)の パ ワ ー ス ペ ク

ト ル を 保 っ た 信 号 を 例 え ば 用 い る 。 こ の 拡 張 復 号 音 信 号 extend(0),extend(1),… ,extend(

2N-1)と 予 測 信 号 predict(0),predict(1),… ,predict(N-1)と を 例 え ば 上 記 式 (3)の よ う に

ク ロ ス フ ェ ー ド さ せ た 信 号 を 欠 落 し た フ レ ー ム の 復 号 音 信 号 と す る こ と に よ り 、 欠 落 し た

フ レ ー ム の 前 後 フ レ ー ム と の 時 間 的 及 び 周 波 数 的 連 続 性 を 担 保 し た ま ま 、 補 間 し た 信 号 の

エ ネ ル ギ ー を 保 つ こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 以 下 、 拡 張 復 号 音 信 号 extend(0),extend(1),… ,extend(2N-1)の 選 択 の 例 に つ い て 説 明

す る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 信 号 の 周 波 数 を 考 慮 す る 際 、 そ の 信 号 を 正 弦 波 で 分 解 す る こ と は 広 く 用 い ら れ て い る が

、 そ の 分 解 に お い て 用 い ら れ る 正 弦 波 に は 様 々 な 種 類 が あ る 。 例 え ば 図 ８ に 示 す よ う に 、

あ る 信 号 を n=0,1,… ,N-1に お い て 以 下 の 式 に 則 り cos波 で 分 解 し た 場 合 を 考 え る 。

【 数 １ ０ 】

【 ０ １ １ ２ 】

　 周 波 数 ス ペ ク ト ル a(0),a(1),… ,a(N-1)を 保 っ た ま ま 信 号 を n+N=N,… ,2N-1に 拡 張 す る と

以 下 の 式 の よ う に 表 す こ と が で き る 。
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【 数 １ １ 】

【 ０ １ １ ３ 】

　 つ ま り 、 信 号 を 時 間 的 に 逆 に し た も の が 、 信 号 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル を 保 っ た ま ま 位 相 を

フ レ ー ム 長 分 だ け シ フ ト さ せ た も の と 等 し く な る 。

【 ０ １ １ ４ 】

　 同 様 に 、 あ る 信 号 を n=0,1,… ,N-1に お い て 以 下 の 式 に 則 り sin波 で 分 解 し た 場 合 は 、 以

下 の 式 の よ う に n+N=N,… ,2N-1に 拡 張 で き る 。

【 数 １ ２ 】

【 ０ １ １ ５ 】

　 つ ま り 、 信 号 を 時 間 的 に 逆 に し て 極 性 を 反 転 さ せ た も の が 、 信 号 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル を

保 っ た ま ま 位 相 を フ レ ー ム 長 分 だ け シ フ ト さ せ た も の と 等 し く な る 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 上 記 の 信 号 の 拡 張 に よ り 、 信 号 が cos波 で 構 成 さ れ て い る と 仮 定 す る な ら ば 信 号 を 時 間

的 に 逆 に し た も の が 、 信 号 が sin波 で 構 成 さ れ て い る と 仮 定 す る な ら ば 信 号 を 時 間 的 に 逆

に し て 極 性 を 反 転 さ せ た も の が 得 ら れ る こ と が わ か る 。 し た が っ て 、 第 一 実 施 形 態 で は 信

号 の 偶 対 称 性 と 奇 対 称 性 の い ず れ が 強 い か を 比 較 し 、 偶 対 称 性 が 強 け れ ば 偶 対 称 性 な cos

波 で 構 成 さ れ て い る と み な し 、 奇 対 称 性 が 強 け れ ば 奇 対 称 性 な sin波 で 構 成 さ れ て い る と

み な し て 拡 張 信 号 を 選 択 し て い る の で あ る 。

【 ０ １ １ ７ 】

　 な お 、 信 号 を 複 素 正 弦 波 で 分 解 し た 場 合 は 、 n+N=N,… ,2N-1に 拡 張 し た 信 号 は 以 下 の 式

の よ う に 求 め る こ と が で き る 。
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【 数 １ ３ 】

【 数 １ ４ 】

【 ０ １ １ ８ 】

　 こ れ ら は 、 そ れ ぞ れ 、 そ の ま ま の 信 号 及 び 極 性 を 反 転 し た 信 号 で あ る 。 上 記 ４ 種 の 拡 張

方 法 が 、 第 二 実 施 形 態 の 信 号 拡 張 選 択 部 ２ ４ ４ に お け る 拡 張 復 号 音 信 号 の 候 補 extend 1 (n)

,extend 2 (n),extend 3 (n),extend 4 (n)に 対 応 す る 。

【 ０ １ １ ９ 】

　 [プ ロ グ ラ ム 及 び 記 録 媒 体 ]

　 復 号 装 置 の 各 部 に お け る 処 理 を コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 実 現 す る 場 合 、 復 号 装 置 の 各 部 が

が 有 す べ き 機 能 の 処 理 内 容 は プ ロ グ ラ ム に よ っ て 記 述 さ れ る 。 そ し て 、 こ の プ ロ グ ラ ム を

コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 す る こ と に よ り 、 そ の 各 部 の 処 理 が コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 現 さ れ る 。

【 ０ １ ２ ０ 】

　 こ の 処 理 内 容 を 記 述 し た プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 に 記 録

し て お く こ と が で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 と し て は 、 例 え ば 、 磁 気

記 録 装 置 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 記 録 媒 体 、 半 導 体 メ モ リ 等 ど の よ う な も の で も よ い 。

【 ０ １ ２ １ 】

　 ま た 、 各 部 の 処 理 は 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 所 定 の プ ロ グ ラ ム を 実 行 さ せ る こ と に よ り 構 成

す る こ と に し て も よ い し 、 こ れ ら の 処 理 の 少 な く と も 一 部 を ハ ー ド ウ ェ ア 的 に 実 現 す る こ

と と し て も よ い 。

【 ０ １ ２ ２ 】

　 [変 形 例 ]

　 そ の 他 、 こ の 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 が 可 能 で あ る こ と は い う ま で も な

い 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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